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•  VERA(２局)	を43G帯で両偏波受信化をして、
KVN3局と組み、日韓5局の偏波VLBIネットワーク
を東アジアに構築する。	

•  予算、研究目的は科研費(基盤B：ミリ波帯偏波 
VLBI	観測によるブラックホールジェットの 収束機
構の解明)の内容に基づき進める。	

•  計画は４年間：前半の2年で開発と試験測定、後
半の２年でAGNジェットの研究を進める。	



•  43G両偏波化	
•  ソフト相関器　偏波処理機能完成	
•  KVNとの偏波VLBI性能試験	(d-term測定など）	
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22/43	G帯両偏波受信可能局	
の現状	



•  水沢•入来局のK-band受信機を両偏波同時受信可能。	
•  偏波観測モードへの切替えは、AOC計算機から遠隔操作可能。	
•  22GHz偏波試験観測の結果、左右両偏波でフリンジを検出(下)。	
•  43Gの両偏波化の完成(右偏波用のDCの設置)に向け、科研費が採択	

(2015年度より開始）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　	
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科研費でH28までに設置予定	
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入来・水沢43G帯受信機改修	
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日通機社資料より引用	



  

↑Line	(オリオン)	水沢-入来	(leM:	LHCP,		
　right:RHCP))	

 
 

↑ConRnuum	(BL-LAC)	水沢-入来		
　(leM:	LHCP,	right:	RHCP)		

  

↑Line	(オリオン)	入来-山口	(leM:	LHCP,	
	　right:	RHCP))	

 

↑Line	(オリオン)	つくば-山口 (LHCP	only)		



図 4: OCTAD 構成図: 既存のシステムから周波
数ダウンコンバーター/ベースバンドコンバーター
(DC/BBC)が不要になり、観測周波数帯から直接デー
タサンプリングが可能になる画期的なシステムを、本
研究では最高周波数帯 43GHz帯で開発する。

図 5: 本研究に用いる日中韓 VLBI網の観測局 (丸
印、国内局は一部省略)。 中韓の VLBI網を国内の
大学連携VLBI網と結合することで、感度、基線数、
解像度の全てが 2倍以上向上する。

表 1: 観測候補天体と 43 GHz帯の flux強度 (S) (* 15 GHzの flux強度からスペクトル指数 0.4を仮定し計算)

天体 距離 [Mpc] S [Jy] 偏波率 [%] 備考
M 87 17 0.1-0.8 <5 芯-鞘構造有, Hada et al. 2013

Cen A 3.8 1.0 <5 芯-鞘構造有, Kellermann et al. 1997

3C 84 70 7 <5 芯-鞘構造有, Nagai et al. 2014

BL Lac 260 1.4* 6 最近傍の γ線ブレーザー, Marscher et al. 2008

Mrk 501 125 0.9* 5 芯-鞘構造有, Koyama et al. 2014

Mrk 421 125 0.4 <5 芯-鞘構造有, Lico et al. 2014

3C 120 134 0.5 5 芯-鞘構造有, Gomez et al. 2008

高速サンプラーの開発を遂行し、VERA4局の内、水沢局と入来局への搭載を目指す。同 2局だけで
は偏波撮像観測は不可能だが、KVN全 3局には既に 43 GHz帯の左右両円偏波受信機能があるので、
VERA2局にOCTADを搭載することにより、合計 5局での 43 GHz帯の VLBI偏波撮像観測が可能
になる。

⃝ 研究計画 (表 2)
◦ 平成 27年度
OCTAD(20-50GHz)の採用は従来型のアナログ系のフロントエンドに必要な周波数変換器等をシステ
ムから省き、簡素で安定的なシステムの構築を可能にする。上述した通り、平成 27年度で最高周波帯
の 43 GHzにてOCTADの開発に着手し完了させる (河野、鈴木が担当)。そのために、43 GHz帯でダ
イレクトサンプリングを可能にする高周波モジュールを左右両偏波受信用に 2個作成し、現在 22 GHz

帯で動作中の OCTADに組み込み、性能評価をする。そのための経費を計上した。性能評価後に水
沢局の 43 GHz帯冷却低雑音増幅器の後にOCTADを設置し (図 4)、試験観測を行う。EAVNの構築
のため、山口大と茨城大 2局の望遠鏡と中国及び韓国の VLBI網の間で撮像試験観測を特に 8GHz、
22GHz帯で進める (藤沢、米倉、萩原が担当)。EAVN観測の記録に必要なハードディスク (HD)は各
局で 40TB必要になる: 1Gbpsで記録すると 1日 10時間の観測で約 4TBのデータ量になる。5日間の
観測 (2週間に一回、約 2ヶ月間)のデータ量は 20TBだが、相関処理中の代替分を入れ、2x20=40TB

とする。以上を考慮し、VERA2局と山口大と茨城大の計 4局分の 160TB分のHDを購入する予算を
計上した。ソフトウエア相関器で偏波処理が出来るようにするために、22 GHz帯で取得した偏波観
測データを利用し動作試験を開始する (小山が担当)。
◦ 平成 28年度以降
平成 28年度は、評価試験を終えたOCTADを新規に 1台製作し、入来局に設置する。そのための経費
を計上した。両偏波化された VERA2局で干渉計としてのフリンジ試験観測を実施した後KVNと組



	
•  OCTADの43G高周波化	
　　現状22G帯まででは性能が出ている。	
　　高周波ADモジュールの測定試験を実行するが、 　　	
　　観測に利用するまでにはまだ時間が必要なこと	
						が判明(河野、鈴木)	

•  43G帯の周波数ダウンコンバータの製作へ方針転換	

•  H28年度に完成させ、韓国KVNとの試験観測まで漕ぎ
着けるように努力	



VERAの43G両偏波化を２局で完了	
ソフト相関器での、両偏波観測の相関処理機能を
完成させる	
KVNとの試験観測・相関処理観測等の実施	
	

VERA2+KVNで、AGNジェットの偏波モニターを	
開始、フレア直後のジェットの様子を偏波もいれて	
時間方向の分解能も上げて捉える	
M87等天体を絞りこんで成果を上げる	
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